




















和三十五年度に東京都教育委員会によって実施された「浅川流域文化財総合調査」で、近世文書二千点あまりの存在が明らかとなった。その後二十六年を経て、法政大学の多摩キャンパスが開設された機会に、地域社会と大学の連携を図り多摩の地域文化の発展に寄与するという目的の下に薬王院文書調査事業が具体化 、髙尾山薬王院文書調査団が組織さ た（団長村上直氏） 。 こで近世を中心とした二五七三点の古文書につい 昭和六十一年度から
六か年に及ぶ調査・分類・史料集の刊行が行われたのである。さらに平成十年度から実施された東京都教育委員会による調査で、新たに近代文書を中心とする一七六六点が確認されており、現在までに四千三百点以上の古文書の伝来が明らかになっていることが本書に記されている。　
さて、本書の著者外山徹氏は、髙尾山史に長年取り組んでこら















































































































































































































参考文献おわりに　「序」の冒頭において著者は、 「一連の研究が目指す遠いところにある目標は、社会において宗教が果たしている役割の解明である」と述べている。そして本書について、 「主に江戸時代の後期を時期的な対象とし、宗教活動という非常に多岐にわたる営為の中でも、社寺参詣というジャンル つ 、主 寺社側の動向から分析を試みよう」とするものである し いる。　このことを念頭に置いて各章を概観してみよう。
　
第一章は行基による開基伝承の時代（天平十六年）から書き
起こされているが、薬王院文書の中には一次史料となるものは一五〇〇年代後半を待たないと残存し ない。そこで、寛延年間の年次を持つ「縁起」を検討し がら近世初頭、寛永期の再興時まで 髙尾山通史の構築を試みられてい 。戦国期の髙尾山は後北条氏と関係が深く、北条氏照によ 寺領 寄進 有名である。しかし後北条滅亡後の髙尾山は最も困難 時代に突入 寛永期の堂宇再建、寺勢 復興 時期までは髙尾山史も霧の中に隠れてしまうという。　
第二章では史料が残存するようになる戦国期以降の髙尾山の信





















な角度での解明がなされてきたが、最後の第九章において、近代への展望として明治中期までの動向を取り上げてい 。 治初期の神仏分離政策は、宗教界のみならず各方面に多大な影響を与えたが、髙尾山では寺院として存続する道を選択した。このときの史料も紹介されているが、筆者の個人的な関心としては、 間










視点から総合的な髙尾山信仰史の提示を試みられて る。多くの史料が残っているとはいえ、長い年月の間にうけた火災などにより、 本書中にも「日 記的な記録類はほ んど残ってい いために、通史的な記述を困難にしている」と書かれ る状況である。　
しかし、そのような制約下においても地道な史料の分析から髙
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